
ＪＲ東海労ニュース
職場から消えた「社員自殺問題」の新聞記事！
誰が、何のために！？
社員の自殺問題を報じた『中日新聞』記事が、東海鉄道事業本部

（名古屋）管内の運輸区職場の新聞棚から抜かれていたことが判明し

ました。社員が閲覧できるように、各職場に置いてある新聞です。

この記事を報じた４月５日、名古屋運輸区で新聞を閲覧しようとし

た社員が、記事が記載されているページが無いことに気付きました。

また他区所でも同様にページが抜き取られていたことも判明しました。

今まで、新聞の一部が抜き取られていたことはありませんでした。

同じ記事が抜かれていたとなると、単なる偶然ではなく、意図的にや

られたと疑いたくなりませんか？記事を見られは困るのでしょうか？
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ＪＲ東海

労は、この

ような行為

は民主主義

に反する行

為 で あ る

と、強く抗

議します。

ページごと抜かれていた記事（『中日新聞』と『東京新聞』が同一記事を掲載）
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